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「    子どもたちの笑顔」と「ありがとう」が診療報酬と活力！！ 

子ども達との対話を大切にしています。 
                                    

【特別寄稿】 相模原市社会福祉推進功労者を受賞して 冨田迪男 

一昨年、私たちの大先輩三富顧問が、福祉活動に対する功績を讃えられ相模原

おもちゃドクターの会の代表で、表彰をいただきました。今年度も、引き続き我々

の活動が認められ、相模原市社会福祉協議会会長より、表彰をいただきました。 

  これも、ひとえに、会員皆様の日々の子供健全育成への研鑽が認められこの栄誉

に輝いたものと理解しております。 

 子供との対話、科学、創造力を育むことを目標に、活動を地道に継続し、その

中に新しい活動の仕方としてのおもちゃ交換事業もすばらしい実績で進んでおり

ます。 

  これらの活動も、無理せず会員皆様と友好かつバランスをとりながらの、福祉活

動、ボランタリーでありたいと、考えており、これが会の持続、成長の源だとお

もいます。 

  会員数、開院数、来院数(お客様)も、右肩あがりの増進です。会員各位の、長年のキャリアを生かした、素晴らし

い、知能集団が、見えてきました。 

  

藤野福祉のつどい おもちゃの病院・おもちゃもったいないセンターを出店 

１1 月 15 日は素晴らしいお天気で、色づいた山並みの中、県立

「藤野芸術の家」で「藤野福祉のつどい」が開催されました(藤野地

区社会福祉協議会主催)。 

おもちゃドクターの会では前年に続き「おもちゃの病院」と、今

年初めておもちゃのトレードを行う「もったいないセンター」も参加

しました。 

私たちのブースには 58 名の方が来られ、会の紹介や PR をする

ことができました。 

 おもちゃを持って来られた方は、おもちゃの病院、もったいない 

センターとも 1 名ずつでしたが大勢の方が、「ぜひこの次はおもち 

ゃを持って来たい」と言っていました。かわいいお客様も来られて、 

楽しい一日でした。(高木・吉成) 

おもちゃの病院さがみはら 
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～～～おもちゃの病院紹介～～～    藤野中央公民館 

藤野おもちゃの病院は緑区小渕にある藤野中央公民館で偶数月の第三土曜に開

院しています。Ｈ２３年１２月にスタートしてこれまで毎回平均６～７件のおも

ちゃを３名のドクターが担当してその治癒率は８４％に達しています。 

藤野はまだまだおもちゃの病院の認知度は高くありませんがだんだんと皆さん

に知られてきているようです。藤野は地域が広く交通の便もあまりよくないので

開院時間内に来院するのが大変です。開院当初から入院された患者さん（おもち

ゃ）を 1 日も早く治療しご家族（お子様）の元に返してあげたく、治り次第お届けするようにしています。ご家族の

方も喜ばれその場で別の修理を頼まれることもありとてもうれしく思います。今後はもっと活動の場所を広げられる

ようにポスターやチラシ、広報誌などを活用しておもちゃの病院の認知度を上げていきたいと思います。(高木) 

 

～～～ドクターの思い～～～       南区 松尾樹芳                                              

役所を定年退職し、週三日勤務になって余暇を有意義に活用しようとドクターの会に入って三年余が経ちました。 

先日、ＯＢの大先輩達と久しぶりに集った際に、小生がおもちゃドクターとしてボランティアをやっていると披

露したところ、彼が言うには、その前夜、奥さんに「昔（四十数年前）職場で一緒だった、将来、おもちゃの先生

をやりたいと言っていた松尾君と明日会うんだ」と話されたとのこと。そんな昔にそんな夢を語ったことはすっか

り忘れていた私ですが、先輩がよくぞ覚えてくれていたことと、偶然のいたずらに驚いた次第です。 

子供達の大好きなおもちゃを修理して、割れんばかりの笑顔での「ありがとう」が何よりの報酬（励み）として

やってきましたが、ある時、相当傷んだ人形を悪戦苦闘して修理したのですが、その人形を依頼した年配女性から

翌年にこどもセンター宛に年賀状が届きました。それを読んでドクターになってよかったと思うとともに、その重

みを再認識しました。以下にその内容をドクター諸氏に紹介します。 

「このたび治療していただいた人形は現在５３才になる娘の小さい時に買い与えたものですが、もともと、あきっ

ぽい子でした。ところが、この人形だけは、メアリーと命名し、ご存じのとおりボロボロになる迄そばに置いていた

ものです。こうしたお仕事を無償で続けておられる松尾さまとグループの方々に心から敬意を表し感謝申し上げま

す。」 

 

～～～トピックス～～～ 

◇ 来年度も相模原市 市民・行政協働運営型市民ファンド「ゆめの芽」の助成を受けることが決定しました。過去

２年間の活動が評価され、最終年度である２７年度も助成を受けることになりました。より親しみやすい病院をめ

ざし有効に使わせていただきます。 http://www.yumenome.com/ 

◇ 約 3 年間休止していたトイザらス相模原店（大野台のニトリモール内）でのおもちゃの病院を 8 月から再開し

ました。偶数月の第２金曜日１０時から１６時まで開院しますのでお近くの方はご利用ください。今年の第１回は

２月１３日（金）です。 http://www.nitori.co.jp/nitorimall/sagamihara/shop/toysrus.html 

◇ 認定ＮＰＯ法人「イーパーツ」のリユースパソコン寄贈プログラムに応募して、ノートパソコン２台の寄贈を受

けました。もったいないセンターの保管おもちゃの管理、おもちゃ修理技術の情報管理に使わせていただいていま

す。 

◇ ボタン電池の誤飲事故、コイン電池による火災事故が全国で多発しています。おもちゃドクターの会ではパンフ

レットを作って注意を呼び掛けています。担当者にお声掛けください。 


